
原材料価格高騰の影響（業種別） 
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【
調
査
概
要
】 

○
調
査
目
的
／
管
内
の
小
規
模
事
業
所
の
短

期
的
な
景
気
動
向
を
把
握
す
る
た
め
、
年

４
回
実
施
。

○
調
査
時
期
／
平
成
19
年
６
月
１４
日
〜
２０
日

○
調
査
方
法
／
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
よ
り
送
付
、
回
収 

○
調
査
対
象
／
福
井
商
工
会
議
所 

会
員
小

規
模
事
業
所 

２
、５
０
０
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○
回
答
企
業
／
３
６
２
社
（
１４
・
５
％
） 

【
内
訳
】 

製
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業
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／
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設
業
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３
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小
売
業
８４
社
／
サ
ー
ビ
ス
・
そ
の
他
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  小
規
模
事
業
所
の
景
況
感
は
、
前
回
調
査
よ

り
も
さ
ら
に
悪
化
し
た
。
特
に
製
造
業
が
急

激
に
落
ち
込
ん
で
い
る
。
ま
た
、
ほ
と
ん
ど

の
企
業
で
原
材
料
価
格
の
高
騰
に
よ
っ
て
何

ら
か
の
影
響
を
受
け
て
い
る
が
、
有
効
な
対

策
は
と
れ
て
い
な
い
。 

今
回
の
調
査
結
果
で
は
『
業
界
の
景
況
感
』

『
自
社
の
景
況
感
』『
売
上
の
状
況
』『
採
算
の

状
況
』
い
ず
れ
も
『
悪
化
』
を
示
す
結
果
と

な
っ
た
。
ま
た
、
今
後
の
景
況
に
つ
い
て
も
、

さ
ら
に
悪
化
す
る
と
の
見
方
が
多
い
。 

業
種
別
に
は
『
製
造
業
』
の
落
ち
込
み
が

激
し
か
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
①
受
注

量
が
伸
び
な
い
中
に
あ
る
②
受
注
単
価
が
下

落
し
て
い
る
③
仕
入
価
格
（
原
材
料
価
格
）

が
上
昇
し
て
い
る
、
の
３
点
を
挙
げ
る
企
業

が
多
か
っ
た
。
さ
ら
に
『
サ
ー
ビ
ス
業
・
そ
の

他
』
の
落
ち
込
み
も
大
き
く
、
逆
に
『
建
設
業
』

『
卸
・
小
売
業
』
の
下
落
幅
が
比
較
的
小
さ
か

っ
た
た
め
、
こ
れ
ま
で
『
製
造
業
』『
サ
ー
ビ

ス
業
・
そ
の
他
』
と
『
建
設
業
』『
卸
・
小
売
業
』

で
二
極
化
し
て
い
た
業
種
間
の
業
況
格
差
が

縮
小
し
た
。 

な
お
今
回
の
調
査
で
は
、
こ
こ
最
近
続
く

原
油
価
格
を
中
心
と
し
た
原
材
料
高
騰
の
影

響
も
調
査
し
た
。
結
果
は
９
割
近
く
の
企
業
で

何
ら
か
の
影
響
を
受
け
て
お
り
、
特
に
製
造
業

で
は
『
か
な
り
影
響
が
出
て
い
る
』
と
の
回
答

も
３
割
以
上
あ
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
今
回
の

原
材
料
の
高
騰
に
対
し
有
効
な
対
策
が
と
れ

て
い
な
い
こ
と
も
浮
き
彫
り
と
な
っ
て
い
る
。 

 

自
社
が
属
す
る
業
界
の
景
況
（
Ｄ
Ｉ
値
）
は
、

２
回
連
続
し
て
下
落
し
て
い
る
。
ま
た
、『
今

後
３
ヶ
月
の
予
想
』
に
つ
い
て
も
こ
の
傾
向

は
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、
悪
化
傾
向
が
続
く
と

の
見
方
が
強
い
。 

業
種
別
で
も
、
全
業
種
で
景
況
感
が
悪
化

し
て
い
る
が
、
特
に
『
製
造
業
』
で
前
回
に
比

べ
て
マ
イ
ナ
ス
24
・
８
ポ
イ
ン
ト
下
が
り
、

落
ち
込
み
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、『
今

後
の
予
想
』
に
つ
い
て
も
『
サ
ー
ビ
ス
業
・
そ

の
他
』
以
外
は
悪
化
す
る
と
の
見
方
が
強
い
。 

 

自
社
の
景
況
も
、
前
々
回
、
前
回
調
査
と

回
を
追
う
ご
と
に
悪
化
し
て
い
る
。 

一
方
で『
自
社
景
況
』Ｄ
Ｉ
値
自
体
は
、
前

述
の
『
業
界
景
況
』
Ｄ
Ｉ
値
を
大
き
く
上
回

っ
て
お
り
、
業
界
の
状
況
ほ
ど
に
は
自
社
の

状
況
を
悪
く
感
じ
て
い
な
い
企
業
が
多
い
と

い
え
よ
う
。 

業
種
別
で
み
る
と
、
こ
こ
で
も
、『
製
造
業
』

が
前
回
よ
り
マ
イ
ナ
ス
21
・
５
ポ
イ
ン
ト
下

が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
前
回
ま
で
比
較
的
良

好
な
Ｄ
Ｉ
値
を
示
し
て
き
た
『
サ
ー
ビ
ス
業
・

そ
の
他
』
に
お
い
て
も
、
大
幅
に
悪
化
し
て

い
る
。 

   

売
上
高
（
受
注
高
）
に
つ
い
て
も
悪
化
傾

向
が
続
い
て
お
り
、『
今
後
の
予
想
』
に
お
い

て
Ｄ
Ｉ
値
は
さ
ら
に
下
落
、
こ
の
先
の
売
上

げ
悪
化
を
予
想
す
る
企
業
が
多
い
。 

業
種
別
に
見
る
と
『
製
造
業
』『
建
設
業
』

が
前
回
よ
り
大
き
く
下
落
さ
せ
て
お
り
、逆

に
『
卸
・
小
売
業
』
は
Ｄ
Ｉ
値
を
14
・
９
ポ
イ

ン
ト
改
善
さ
せ
て
い
る
。
な
お
『
今
後
の
予

想
』
で
は
、
全
て
の
業
種
に
お
い
て
Ｄ
Ｉ
値

を
下
げ
て
い
る
。 

 

前
々
回
、
前
回
調
査
に
比
べ
て
『
過
剰
』（『
非

常
に
過
剰
』『
少
し
過
剰
』）
と
す
る
回
答
が

増
加
し
、
逆
に
『
不
足
』（『
少
し
不
足
』『
非

常
に
不
足
』）
と
の
回
答
が
減
少
し
た
。
全
体

と
し
て
徐
々
に
企
業
の
労
働
力
の
過
剰
感
が

増
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。 

 

経
営
上
の
問
題
点
を
内
部
要
因
と
外
部
要

因
と
に
分
け
て
聞
い
た
。
内
部
要
因
と
し
て

は
『
受
注
量
の
不
足
』
を
、
外
部
要
因
と
し

て
は
『
同
業
他
社
と
の
競
争
激
化
』『
価
格
競

争
激
化
』
を
過
半
数
以
上
の
企
業
が
問
題
点

と
し
て
挙
げ
た
。 

 

原
油
等
原
材
料
価
格
の
高
騰
に
よ
る
影
響

に
つ
い
て
は
、『
か
な
り
影
響
が
出
て
い
る
』

『
多
少
影
響
が
あ
る
』
と
し
た
企
業
が
約
87

％
と
、
ほ
と
ん
ど
の
企
業
で
何
ら
か
の
影
響

を
受
け
て
い
る
。
特
に
『
製
造
業
』
で
『
影
響

が
あ
る
』
と
す
る
企
業
割
合
が
多
く
、
前
述

の
景
況
感
悪
化
と
も
併
せ
て
考
え
る
と
、
原

材
料
価
格
の
高
騰
が
『
製
造
業
』
の
景
況
悪

化
の
一
要
因
で
あ
る
こ
と
が
推
察
で
き
る
。 

ま
た
、
対
策
と
し
て
は
『
対
策
を
と
っ
て

い
な
い
』（
33
・
３
％
）
が
最
も
多
く
、
次
い

で
『
利
益
を
下
げ
従
来
の
価
格
を
維
持
』（
28

・
１
％
）
と
、
価
格
高
騰
に
対
し
て
有
効
な

対
策
が
取
れ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。 

 

Ｄ
Ｉ
値
と
は
…
景
気
動
向
を
示
す
指
標
で
、『
良
い
』『
増
加
』『
好
転
』

し
た
と
す
る
企
業
割
合
か
ら
、『
悪
い
』『
減
少
』『
悪
化
』
し
た
と
す
る

企
業
割
合
を
差
し
引
い
た
値 
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顕
著
に
現
れ
る 

―
９
割
近
く
の
企
業
で
何
ら
か
の
影
響
あ
り 


